
静岡市に来て４回目の春を迎え

ました．静岡の春の味覚はたくさ

んありますが，中でも３月下旬に漁が解禁されるシラスと

サクラエビが知られています．３年前まで一度も食べた記

憶のなかったものが，今では待ち遠しい春の楽しみになっ

たことを思うと，私もすっかり静岡市民になったものだと

感慨深いものがあります．

小さい頃から食べることに興味を持っていたものの，実

際に趣味として研究し始めたのはちょうど核融合研究者と

して職を得た頃からでした．その食の研究の中で導き出さ

れた一つの結論らしきことが，「その土地で最もおいしい

のは，地元の食材を使った郷土料理である」です．その土

地の環境や風土の中で長年培われてきた郷土料理は，淘汰

や改良を繰り返し理想形に到達しているものが多く，異な

る土地で食べたり，食材を異なる土地で作られたものに替

えたりすると，その絶妙なバランスが崩れてしまうという

感覚的経験に基づくものです．「あの場所で食べたあれを

もう一度食べたい」と思って近場で探して食べてみても，

現地で食べた時の感動を超える確率は実際のところ低いと

感じます．それは，食材の鮮度の差や質の違いはもとより，

食べる場所の気候など，人間の感覚に因る部分も無視でき

ないためではないかと考えています．

ある種進化論的な郷土料理に対して，新しい調理方法や

食材の組み合わせによって生み出される前衛的な料理にも

注目しています．この試みは伝統からの脱却であり，新境

地の開拓といえますが，調理方法や食材の組み合わせは無

限で，料理としてまとめるには知恵を絞る必要がありま

す．そこで料理人たちが最近使い始めたのが，科学です．

食材の成分を分子レベルまで理解し，調理温度や時間を精

密に設定し，味を制御する．そう考えると，料理は歴史と

科学にまたがる文理融合の研究領域なのかもしれません．

郷土料理を磨きつつ，前衛料理を生み出すような研究で

核融合炉を実現しなければ―そんなことを考えながら，静

岡の新茶をすするのでした． （近田拓未）
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